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　滋慶学園グループは、『職業人教育を通して社会に貢献する』と
いうミッションのもと、年の開校以来、万人を超える卒業生
を業界へ輩出してきました。現在は、国内で校、人を超え
る学生が学んでいます。
　東京エリアでは江戸川区西葛西の地で多くの専門学校を運営して
おり、最も新しい学校として、最高のホスピタリティと日本のおも
てなしを学び、英語力を活かして仕事をするための「東京ホテル・
ウェディング＆ＩＲ専門学校」を年４月に開校いたします。
　ここでは、独自の３・４年制カリキュラムを軸に、国内外トップ
の企業と連携して「産学連携教育」を実践していきます。現役のプ
ロフェッショナルから直接学ぶ「業界講師制度」、実際の仕事を在
学中から経験できる「企業プロジェクト」などをはじめ、実践教育
の環境が整っています。
　また、ますます進むグローバル化社会において、世界中のお客様
をおもてなしできるように、最高のホスピタリティと日本ならでは
のおもてなしの心を学んでいきます。さらに語学留学や専門留学な
ど数多くの海外プログラムをはじめ、少人数授業制度、能力別クラ
スなど英語教育が充実していることも特徴の一つです。
　本校は一人ひとりの学生さんが「好き」な事を「仕事」にして、
将来の夢を叶えていくための学校です。好きな事にとことん取り組
める３・４年間の時間で「最高のホスピタリティ」と「日本のおも
てなし」を学び、英語力を活かして世界中のホスピタリティ企業へ
と羽ばたいていくことができます。
　憧れの業界と連携して学ぶ実践授業と、たくさんの友人や先生達
と過ごす楽しい学校生活が待っています。新たに学ばれる皆様とお
会いできる日を楽しみにしています。
　私たちは今後も、職業人教育を通じて社会に貢献するというミッ
ションを掲げ、業界における真のニーズを見つめ、時代と社会の変
化に応じて「即戦力」となる人材育成のため、業界に直結した専門
学校を目指してまいります。

６階ホテル実習室

６階カジノ実習室

■工　　事　　名　　称（仮称）西葛西５丁目専門学校計画Ⅱ
新築工事

■所　　在　　地東京都江戸川区西葛西５丁目３番号
■建　　築　　主学校法人滋慶文化学園
■総　　合　　監　　修ジケイ・スペース㈱ＤＵＣＥ
■デザイン監修株式会社KEN OKUYAMA DESIGN
■設　計　・　監　理新日本建設株式会社一級建築士事務所

■施　　　　工新日本建設株式会社
■敷　　地　　面　　積．㎡
■建　　築　　面　　積．㎡
■延　　床　　面　　積，．㎡
■構　造　・　規　模Ｓ造９階建て
■工　　　　期年９月１日～年月日

７階図書室

２階ホワイエ

　東京ホテル・ウェディング＆ＩＲ専門学校は、東京メト
ロ東西線西葛西駅北口の一画に建設された。
　着工は年９月。新日本建設（重田哲郎所長）の施工
により注目の工事がスタートした。
　建設にあたっては、開校時期が決まっていることや人通
りの多い市街地での工事という条件に対応するため、「工
期の厳守と安全の確保を現場運営の柱に据えた」（重田所
長）という。
　このため、工程管理では施主やデザイナーとの打ち合わ
せを頻繁に行い、必要となる作業内容を先取りした上で、
ポイントとなる各工程の完了目標を確実にクリア。次工程
に影響を与えることなく全体を円滑に進行させた。
　また、安全面では、第三者災害の防止を最重点に、ガー
ドマンによる誘導や車両管理を徹底して事故の発生を防い
だ。特に車両管理では、事前に綿密な搬入計画を立てイレ
ギュラーな車両の出入りを抑制したほか、敷地内に設けた
作業ヤードを効果的に使い、道路の使用を極力抑えたこと
で危険要因を削減したのが特徴だ。加えて、新型コロナ禍
の中で検温や換気など十分な対策を講じながら、メールに
よる事故防止への注意喚起を繰り返し行うなど安全意識の
高揚策が積極的に行われた。こうした取り組みが奏功し延
べ約６万時間に及ぶ全工程を無事故無災害で終えてい
る。
　一方、品質面では、凝った意匠による収まりの難しさも
あったようだが、これにも丁寧な施工で高いクオリティー
を確保。「機能を満たすとともに、アフターメンテのない
ものをつくる」ことをモットーとする重田所長の手腕が遺
憾なく発揮されたといえよう。
　工事を終え、重田所長は「工期的に厳しい面もありまし
たが、満足して頂けるものをお納めすることができたと自
負しています。施主、デザイナーはじめ、工事関係各位の
ご協力に改めて感謝いたします」と感想を述べている。
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